


A社⻑ ・ 現在５７歳
・ 石灰石を採取している従業員５名の小規模鉱山の社

⻑。
・ １３年前に発生した重大災害を機に保安対策を強

化し、それ以降無災害であり、地域の保安研究会では
対策指導をお願いされている。

・ 創業者の父親から受け継ぎ、３０年以上保安統括
者として従事。自身も現場でプラントや重機をオペレー
トしている。

B社⻑ ・ 現在５８歳
・ Ａ社⻑と同様、石灰石を採取している従業員４名の

小規模鉱山の社⻑で保安統括者。現場では毎日重
機をオペレートしている。

・ 半年前の忙しい時期に、中堅の鉱山労働者がメンテナ
ンス中にコンベアに挟まれ、重症を負う。そのため意気
消沈していた。

鉱山労働者 ・ Ｂ社⻑の部下
・ 労働者Ｃ（３８歳 経験年数２０年）と、その後輩

である労働者Ｄ（２５歳 経験年数３年）
・ ２人とも真面目であり、保安が重要であることは頭では

わかっているが、⽇々の⽣産に追われ、危険軽視や不
注意でたまにヒヤリハットを発生させている。
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■目次

リスクアセスメントにより、鉱⼭現場における災害リスクが整理でき、対策及びそれに対する
経営資源投⼊の優先順位が検討しやすくなります。また、従業員の保安意識の向上にも
つながります。
本書では、簡易的なリスクアセスメントの⽅法について解説していますが、各鉱⼭で実践し
ながら試⾏錯誤することが必要であり、継続的に取り組んでいくことが望まれます。

■はじめに

■登場人物
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【解説④】 状況や環境の変化
漫画では、対策を実施した後も定期的な⾒直しが重要であることに

触れています。⾒直しの際には、以下のような「状況や環境の変化」の

観点でも各リスクについて再び検討してみることをお勧めします。

状況や環境の変化により、以下のような事象が生じる場合があり、災

害が発生する一因となる可能性があります。

状況や環境の変化 の例

① 繁忙期の変化
→不慣れな作業、忙しさによって不注意となり災害
が発生

② 経営者や従業員の入れ替わり（採用や退職）
新事業に進出（設備や⼯程の変更・更新）

→教育不⾜からルール不徹底による災害が発生

③ 高齢化
→従業員の身体機能が低下し、転倒による災害
が発生

④ ⽼朽化
→⽼朽化した⼿すりや脚⽴の破損により墜落災害
が発生

⑤ 気候の変化
→熱中症が原因による災害が発生

 上記のような状況や環境の変化に気づいた際は、災害のリスクがないか、

改めて確認してみて下さい。
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【解説⑥】 経営トップの意思表明
経営トップが、保安対策を講じていく本気度を鉱⼭労働者

に伝えることは、保安対策を推進する上で非常に重要です。
保安に関して普段から持っている基本的な考え方や思いを

表明しましょう︕（鉱山保安マネジメントシステムでは保安

方針と表現しています。）

経営トップの意思表明（例）

1. 良好なコミュニケーションのもと、保安に取り組んでいこ
う︕

2. 保安上、重要な危険内容をしっかり把握し、その排除、
軽減に向けて対策しよう︕

3. とくに「墜落転落」「はさまれ巻込まれ」「⾶来落下」などに
注意して対策しよう︕

4. 必要な費用や時間、役割分担をよく検討しながら効果
的な対策を継続的に検討・実施しよう︕※

5. 対策を⾏ったら⾒直しを⾏おう︕

6. 保安教育・活動を推進し、法令遵守・保安確保につな
げていこう︕

※参考︓経済産業省
「鉱山保安マネジメントシステムの導入・運用の深化のためのガイドブック」 p12
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/sangyo/mine/files/msguidebook.pdf

「『鉱山保安マネジメントシステム』の導入・運用の進化に向けた手引書」 p10,11
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/sangyo/mine/files/tebikisyo2.pdf

※鉱山労働者に役割分担する際は、責任だけを押し付けず、費用を使う権限を与えることも重

要です。

P16

意思表明の内容を浸透させるためにも、紙に書いて⽬⽴つところに貼ったり、

保安週間などに従業員一人一人に熱意を持って伝えていくことも重要です。
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